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自己紹介に変えて
•小川雄二郎

•現職
•一般財団法人アジア防災センター理事長

•経歴
• 財団法人 都市防災研究所 研究部長 （30～40代）

• 国際連合 地域開発センター 防災計画主幹（40～50代）

• アジア防災センター 所長 （50代）

• 富士常葉大学 大学院環境防災研究科 教授 （50～60代）

• 定年退職後 辻堂東海岸３丁目町内会防災部 （６６～）
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今日の話題

初めに： 防災の考え方について、共通の理解を
第１の話題： 敵を知り、己を知れば百戦危うからず

1-1 自然の外力（敵）を知る
1-2 社会の強さ、弱さ（己）を知る

第２の話題： 社会の弱さを強くする対策には何があるか
第３の話題： 地域防災の役割

3-1 「敵を知り、己を知る」ための住民・学校への啓蒙
3-2 行政が災害に強いまちづくりをやる気にさせる応援
3-3 自助、公助ではできない共助の活動



初めに： 防災の考え方について、共通の理
解を



自然現象の大きさ

人間社会の強さ
被害＝

人間社会の強さ

施設,情報,意識

自然現象の大きさ

＝

災害をどう理解するか

被害は人間社会の脆弱なところ
に発生する



自然の外力を制御できないなら
人間社会の弱いところを強くする

人間社会の強さ

施設,情報,意識

自然現象の大きさ 自然現象の大きさ

人間社会の強さ

施設,情報,意識



第１の話題：
敵を知り、己を知れば百戦危うからず

１-1  自然の外力（敵）を知る
1-2 社会の強さ、弱さ（己）を知る



第１の話題：
敵を知り、己を知れば百戦危うからず

１-1  自然の外力（敵）を知る



自然の外力を知る

どんな災害が来る恐れがあるのか

地球規模での地震や台風の発生場所
 

世界の地震分布とプレートテクト世界の地震分布とプレートテクト
ニクスニクス



鵠沼地区 揺れやすさマップ



鵠沼地区災害危険性 洪水、土砂災害



鵠沼地区液状化マップ



鵠沼地区災害危険性 想定津波浸水域



富士山の噴火





第１の話題：
敵を知り、己を知れば百戦危うからず

1-2 社会の強さ、弱さ（己）を知る



鵠沼地区の木造率
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ここでの木造率とは
木造建物の一階床面積 ＝A

非木造建物の一階床面積 ＝C

A

木造率＝
（A＋C）

我々が作った社会構造

に起因する災害危険





１９９５年１月１７日 阪神淡路大震災 神
戸市
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延焼火災運命共同体（東京大学加藤孝明教授による）



延焼火災運命共同体（東京大学加藤孝明教授による）

神戸市長田区新長田北地区
阪神淡路大震災で最大の焼失区域（赤色）

糸魚川焼失区域
（2016.12）

約160m×約350m



「敵を知り己を知る」ことの難しさ〈被害想定〉

被害想定や、地域危険度などで

危険を知ることが出来るが、

落とし穴もある



津波浸水予測区域 平成27年3月作成 相模トラフ沿いの海溝型
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津波浸水予測区域 平成26年2月作成 慶長型地震



津波浸水予測区域
平成19年7月公表 南関東地震



関東大震災による津波浸水域



「敵を知り己を知る」ことの難しさ〈正常化の偏
見〉

大きな災害は鵠沼には来ない。

万一災害が来ても、自分は大丈夫だ

という 理由のない思いこみ

「正常化の偏見」



第２の話題：
社会の弱さを強くする対策には何がある

か
• 昔は訳がわからないから ➡起きないよう、 祈る

• いつ起きるかわからない ➡起きてから、 逃げる

• 繰り返し経験してくると ➡高台に住む、 避ける

• 家を藁や枝でなく木で作る ➡壊れるのを、 防ぐ

• 堤防を作る（輪中を作る） ➡浸水を、 防ぐ

• 煉瓦で家を作る ➡火災を、 防ぐ

• 耐震建築を作る ➡壊れるのを、 防ぐ

• 起きるのが事前にわかると ➡安全な所に、 避ける



例えば津波 どんな対策を考えますか
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津波への対策

•津波からの避難
•避難路を整備
•避難地を整備

•津波の浸水を防御
•津波を防ぐ防潮堤を整備

•津波の来ない高台に居住
•高台への集団移転
•津波浸水地区の用途
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例えば土砂災害 どんな対策を考えますか

2014年8月の広島豪雨災害

31



土砂災害への対策

•危険な地区の周知
•土砂災害警戒区域の設定

•避難
•避難場所
•避難経路

•安全な地区での居住
•危険のない地区への移転
•危険な場所での居住を制限する

32



例えば市街地大火 どんな対策を考えますか
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例えば市街地大火

•燃えやすい地区を燃えなくする
•燃える建物の建築を禁止する
•新しい建物は不燃建築で建てる
•木造建物を不燃建物に建替える

•燃え広がらない街にする
•道路、公園、鉄道、河川などで地区を区切る

•火災からの避難
•広域避難場所の整備
•火災からの避難路の整備
•避難路沿いの建物の不燃化
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考えた防災対策は、個人、地域、公共のどれ？

①自分が行うこと・・・物の耐震化、不燃化

②地域が行うこと・・・避難地・避難路の周知、防災倉庫の準備

③公共が行うこと・・・安全な都市設計、公共施設の整備、

避難地・避難路の整備、災害に関する法律

⇓

いま考えた防災対策の多くは、③の公共の事業が多い

安全な街とするには、①、②、③のどれもが必要
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第３の話題 地域防災の役割

3-1 「敵を知り、己を知る」ための住民・学校への啓
発

(災害時に住民が自分で行動を起こす決断力の育成)

3-2 行政が災害に強いまちづくりをやる気にさせる応

援

3-3 自助、公助ではできない共助の活動



3 地域防災の役割

3-1 「敵を知り、己を知る」ための

住民・学校への啓発

地域のどこがどんな災害に対して弱いのか

住民が自分で理解することが第１歩

そこで、おすすめは町内会防災まちあるき



防災まちあるき







辻堂東海岸の標高を調べる

第1回 天サイ子供探偵団（2013年）





カーブミラーの標高標示を貼り直す

第2回 天サイ子供探偵団 2014年1月

藤沢市建設業協会の協力
を得て、標高を測定する測
量機器を用いて、標高を測
定する実習をした。





ブロック塀の点検 ２０１7．１０．１５



•各種塀の理解

•点検項目

• ブロック塀の高さ

• ブロック塀の傾き

• ブロック塀のヒビ

• ブロック塀の鉄筋

•危険なブロック塀の持ち
主に町内会では伝えにく
いので、行政から

• 補強の呼びかけ

• 生垣助成



ブロック塀の点検
２０１７．１０．

１５

事例番号２、場所⑤

指標 状況 分類 写真

構造 大谷石５段⁺
笠木、老朽

□補強ブロック ☒組石造、レンガ、
無筋ブロック

高さ □～120cm ☒120～220cm □220cm～

控壁 □有 □不明 ☒無

基礎 □有 ☒無

傾き □無 ☒有

ひび ☒無 □有（少し〉 □有（顕著）

鉄筋 □有 □不明 ☒無







避
難
場
所
と
避
難
ル
ー
ト
を
回
答
し
た
事
例

自分はどこに避

難するかを記入

したアンケート

を２０１４年に

実施



住民の意向により高台一帯を

津波避難場所として位置付けた

２０１５年３月
初版



課題の発見 町内会住民への防災アンケート



小学校の防災教育における地域の支援

小学校社会科４年の授業

「災害とまちづくり」を地域で担当

小学校の先生は災害についても豊かな見
識をお持ちであるが、赴任先の地域での災
害の危険を具体的にはわからない。

地域の人がその部分について具体的に
伝えることが出来る。また学童を通じて住
民にも波及する効果を期待できる。
左下の図は児童からの授業の反応が閉じ

られた冊子
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７月 災害の勉強と街の防災施設の発見（防災まちあるき）

8月 救急救命の方法やAEDを学ぶ（救急救命講座受講）

9月 地震の体験、煙の中を避難（神奈川県防災センター見学）

10月 家具の転倒防止を考える

11月 家具の転倒防止を大人に指導（辻堂地区総合防災訓練）

12月 修了式

青少年会館での学童への防災教育支援

チームレスキューの活動（２０１７年の活動例）



防災まちあるき
まちを歩き、災害に対して危険なところ、安全のための仕掛け知る



まち歩きの結果を記入した防災マップ



3 家具の転倒防止を考える「揺らす部屋」



総合防災訓練で、大人たちに家具転倒防止を教えます



4 小学生対象のAED研修



2018/10/13 辻堂地区青少年会館 チームレスキュー



第３の話題 地域防災の役割

3-2 行政が災害に強いまちづくり

をやる気にさせる応援



再掲 防災対策は、個人、地域、公共のどれ？

①自分が行うこと・・・建物の耐震化、不燃化

②地域が行うこと・・・避難地・避難路の周知、防災倉庫の準備

③公共が行うこと・・・安全な都市設計、公共施設の整備、

避難地・避難路の整備、災害に関する法律

⇓

いま考えた防災対策の多くは、③の公共の事業が多い

安全な「まち」とするには、①、②、③のどれもが必要
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藤沢市都市計画マスタープラン（2018）に示されている

鵠沼の防災課題

•現況
•公共交通に恵まれた地区である一方、地区の都市計画
道路が未整備で、地区の骨格となる道路ネットワーク
の形成が不十分

•狭隘道路や行き止まり道路の多く生活道路が不十分、

•近年の宅地細分化でさらに地震災害等への危険度が高
まっている。

•津波・高潮や浸水等の災害危険度が高い。



藤沢市都市計画マスタープラン（2018）に示されている

鵠沼の防災課題

•都市づくり上の課題

• 都市計画道路の整備が必要で、未整備の都市計画公園も多い

• 防災性の観点からも都市施設の整備が求められる

• 引地川や境川の下流域で浸水、津波、高潮等の災害危険度が高い

• 地区の防災・減災性の向上に向けた都市づくりが必須

• 宅地の細分化、行き止まり道路の増加、隣接地で中高層建物の建

設が進み、地区の資産としての住環境の維持、保全が必要
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鵠沼地区の木造率鵠沼地区の都市計画道路の整備



鵠沼地区の防火
地域の指定状況



藤沢市地域防災計画に書かれている都市防災化計画



藤沢市地域防災対策アクションプラン第２期
令和３年度～令和６年度



都市を災害に強くする藤沢市の計画を
地域の防災力で後押しをしよう

• 藤沢市の防災計画は、藤沢市地域防災計画（令和３年改訂）にある。
• 地域防災計画

• 各論Ⅰ地震防災➡第２部災害予防計画(都市の安全性の向上)➡第１章都市防災化計画（８7頁）

• 第１節 都市計画の推進（８７頁）

１ 都市の不燃化と都市計画

２ 防災を踏まえた土地利用の推進

３ 地区計画制度等の活用

４ 地域の防災力の向上

５ 津波防災地域づくりの推進

• 第２節 都市施設整備の推進（９０頁）

１ 道路の整備

２ 無電柱化の促進

３ 公園・緑地の整備

４ 橋梁の整備

５ 港湾、鉄道の安全対策

• 残念ながら、それらの具体的な整備計画はどこにも記述されていない。
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地域が求めなければ、まちは強くならない

残念ながら、まちを災害から強くする具体的計画はない。

住民の理解と支援が無いプロジェクトは進まない。

（市職員だけでは頑張ることは無い）

住民の理解があれば予算獲得や事業実施も前に進む

（市職員もやる気がでる！！）

防災対策の重要性を理解する住民の存在と後押しが必須
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第３の話題 地域防災の役割

3-3 自助、公助ではできない共助の活動

鵠沼は地域防災の先進地区

地域発防災ラジオドラマin藤沢2009（2009年制作）

鵠沼海岸５丁目町内会（水害編）

鵠沼中学校地区防災連絡協議会（地震編）



鵠沼海岸５丁目町内会（水害編）

事前編

地域を直撃する台風に対する事前
準 備を議論する

事中編
災害発生当日の自主防災本部の活動

事後編
要援護者支援と災害発生後の地域支援

地域の応急対応についての鵠沼地区の教材



地域の応急対応についての鵠沼地区の教材

鵠沼中学校地区防災連絡協議会（地震編）

避難所施設の安全確認と開設

避難者名簿の作成をどうするか

避難所に来られない人の存在が分かったら

近所の飲食店からの食糧の差し入れ

外国人被災者との関係を考える

新住民と旧住民との関係を考える

災害ボランティアが地域に受け入れられるにはどうする
か

介護の必要な家族を抱えた被災者への地域からの支援



3-3 自助、公助ではできない共助の活動

辻堂地区で行ってきた事例の紹介

3-3-1 個別避難計画の策定への取り組み（２０２２年～）

3-3-2 無事ですタオルを用いた安否確認システム（２０２１年～

3-3-3 コロナを踏まえた避難施設運営訓練（２０１９年）



3-3-1 個別避難計画の策定への取り組み（２０２２
年～）

•個別避難計画： 要支援者ごとの個別の避難計画作成（国の施

策）

•防災分野と社会福祉分野の協力が必要

⇒これがうまくいかない

•昨年夏から防災協議会と社会福祉協議会が協力して勉強会

・まだ、何も成果は無し。でも判ったこととして



個別避難計画の策定への取り組み 続き

• ことが起きてからでは対応できないこと

＝事前の準備と対応が必要

• 避難が必要となる前に計画に従って順々に対応し

• てかなければならない

＝マイタイムライン（防災ナビ巻末付録２）

• 要支援者ごとに個別のタイムラインを作ること

• 防災と社会福祉が個別のタイムラインを共同で作る

必要があること



3-3-2 無事ですタオルを用いた安否確認システム

• 災害が生じて、住民が家屋の中に閉じ込められ、救助を外
に求めることが無理な場合に、助けに行くのが遅くなる恐
れがある。

• そこで「無事であることを外部に知らせること」が出来れ
ば、救助が必要な人を探す効率が良くなり、助かる確率が
高くなる。

• そのために例えば「黄色いタオル」などを決めておいて、
無事であることを知らせるタオルを外から見えるようする
システムを「タオルを使った安否確認」ということとする。

• 辻堂地区では、地区47の町内会・自主防災会で共通のシス
テムとして取り上げることとし、３月１２日に訓練。



78

動けない人をいち早く見つけるために、自分は無

事と周囲に知らせる、人のためのシステム



無事ですタオルを掲示した家屋
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3-3-3 コロナを踏まえた避難施設運営トレーニング

辻堂地区防災協議会でやってみました

避難施設運営は施設管理者、市従事職員、自主防災組織で運営します。

もしも災害が起きたら、コロナを踏まえた計画や訓練をしないで避難所運営を

することになったら、行き当たりばったりで対応することになります。

今のうちに、コロナ禍での避難施設運営で考慮すべき点を洗い出し、「コロナ

を踏まえた避難施設運営マニュアル」を策定しておきたいと考えました。



トレーニングの準備

1. ６月～７月（４回）

中止となった総合防災訓練に代わる「コロナを踏まえた避難
施設運営トレーニング」の実施を決定

1. 8月～９月（４回）

八部スポーツセンターのコロナ対策を見学及び訓練の目標、
想定、項目、内容、役割の検討、必要な図面等の準備

1. 10月～１１月（４回）

訓練項目の内容と流れ、

必要資機材の検討。

1. 11月２８日

訓練本番



八部スポーツセンターのコロナ対策を見学



トレーニング項目

1.避難所立ち上げ

2.感染予防

3.避難空間の確保と設営

4.避難者受け入れ、案内、体調不調者への対応

5.衛生環境の維持

6.車両避難

7.ペット受け入れ



避難者受け入れ

避難空間の確保と設営 パーティション

感染予防 PPE着脱指導、手洗い指導

車両避難 避難車両の校庭での受入れ

感染予防 相互に着脱訓練

避難空間の確保と設営 段ボールベッド



現状の収容人数⇒感染対策時の収容人数

高砂小
現状収容
可能人数

感染症対策時の収容
可能人数

施設 面積 コロナ無
仕切り無
通路2m

仕切り有
通路１ｍ

体育館 640㎡ 320
２５世
帯

４６世帯

他4部屋 417㎡ 207 専用 専用

合計 1017㎡
517

(2㎡/人)
２５世
帯

４６世帯

感染対策時には専用スペースを準備
要配慮者スペースも必要

（高齢者・障碍者・妊婦、乳幼児・基礎疾患
等）

⇩
他４部屋は一般避難者用には利用できなくなる



これだけの資材、どうやって準備？



一般とコロナ感染者の分離
受付、動線、専用場所、トイレ



車両避難 避難車両の校庭での受入れ

車両避難



収容人数が不足への対応校庭を車両避難に使用

図2 運動場に車両避難させるレイアウト図

校庭を車両避難に
使用すると、

４０台～５０台可
能

40世帯（100名前
後）

すなわち、収容人
数を２倍に増やす
ことが可能



車両避難のメリット

なぜ車両避難が禁止だったのか

• 避難は徒歩で行われ、自動車は避難者に危険

車両避難のメリット 感染防止

車両避難のメリット 避難

車両避難に必要な配慮

• 避難施設の収容能力を増加出来る

• 各自がエネルギー源を持っている

• 家族単位で避難生活

• 従来の避難施設の周辺の公園、一般駐車場等
も避難所として一体として利用が可能

• ３密をほぼ完全に防げる

• 人の動線の交差を防げる

• トイレ設備

• 飲料水

• 車両避難所の運営ルール

• 車両避難者の利用ルール



藤沢市 風水害時、車両で避難
タウンニュース ２０２１年１２月１０日



ご清聴ありがとうございました

参考になりましたら幸いです


